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第２グループの派遣単組・派遣者には速やかに伝達をお願いします。 

東日本大震災への対応について（11）
※地方本部経由で各単組・総支部へ周知をお願いします。 
※地方本部にはメールでの送信もしますので御活用願います。

　連日の各種取り組みに対し、心より敬意を表します。
　さて、東日本大震災「自治労復興支援活動」第１グループ（4/10～4/18）の活動状況やベースキャンプでの留意点等について、自治労本部対策本部からの情報をお知らせします（課題を整理、また、派遣先の岩手県分を抜粋しています）。

以下の情報は第１グループの「岩手支援団作業計画」の内容ですので第２グループ以降については現地の要請により作業場所や内容が変わることが想定されますのでご承知おきください。
各地方本部および単組・総支部にあっては、第３グループ以降の派遣要請についての参考としていただきますようお願いします。

また、第１グループの活動報告を随時、道本部ホームページに掲載していますので閲覧をお願いします。

今後も、指示・情報等が入り次第、随時ＦＡＸ情報等で発信します。

各地方本部及び単組・総支部の御協力をよろしくお願いします。
記

１．岩手支援団の構成
　　・現地対策本部・・・ 本部役職員　4人
　　・支援者　・・・各グループ合計　50人

　　　　　　北海道本部　　3チーム　15人

　　　　　　青森県本部　　1チーム　 5人

　　　　　　秋田県本部　　1チーム　 5人

　　　　　　山形県本部　　1チーム　 5人

　　　　　　滋賀県本部　　1チーム　 5人

　　　　　　奈良県本部　　1チーム　 5人

　　　　　　京都府本部　　1チーム　 5人

　　　　　　和歌山県本部　1チーム　 5人

２．岩手支援団の支援活動場所

当面は宮古市における支援活動を中心に取り組む。
（今後の復旧や要請される状況により、田野畑村や県南沿岸地域での活動もありえる。）
３．ベースキャンプ（以下、BC）
　　宮古ホテル沢田屋
　　　　〒０２７－００８６　宮古市新町4番1号
　　　　　　　　　　　　　　　電話　０１９３－６２－７７１１
　　　　　　　　　　　　　　　FAX　０１９３－６２－４７３８
· 当ホテルも今回の震災で被害を受けており、宮古地域の被災も含めて、通常営業時どおりにならない面があることを十分理解してください。
· 活動期間中に、他のホテル利用者もいることや、復興支援という目的をふまえて、滞在中は節度ある言動を心がけてください。
４．岩手支援団における具体的な支援活動について
　（１）支援活動の内容
　　　　活動開始（4/11）時点で予定されている支援活動の内容は以下の3種類の任務となっている。（今後の状況で変更の可能性あり）
①避難所支援Ⅰ（避難所運営の補助業務）
　　　　②避難所支援Ⅱ（位牌・アルバム等の整理業務）
　　　　③救援物資の仕分け業務
　　　※参加者に看護師・保健師が含まれている場合、市の要請により、個別に任務をお願いすることがあります。
　（２）具体的な支援活動と各チームの配置等
避難所支援Ⅰ（避難所運営の補助）

　　　≪概要≫

宮古市職員とともに以下の4か所の避難所において避難所の運営に関する業務全般を24時間体制（12時間ごとの2交代または24時間）で行う。なお、詳細は現地に配置されている宮古市職員（現地リーダー）の指示に基づく。

　　　≪任務時間帯≫

　　　　　　昼の部（昼番）　8:30～20:00

　　　　　　夜の部（夜番）　20:00～翌日8:30

            ２４時間番      20:00～翌日20:00

≪配置および人数等≫

　・宮古小学校


　・山口小学校

北海道（3チーム）


　・愛宕小学校


　・赤前小学校

青森


　・ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ三陸みやこ
秋田・山形

避難所支援Ⅱ（位牌、アルバム写真等の整理）
　　　≪概要≫

宮古市職員の指導のもと、各避難所に運び込まれる位牌やアルバム写　真等について、分類・整理（データ化）などの業務にあたる。なお、詳細は同行する宮古市職員の指示に基づく。

≪任務時間帯≫

　　　　　8:30～17:30

≪配置および人数等≫

場所は、各避難所を順次移動しながらの任務となる。（その日の配置場所は市職員の指示による。また、1日の中で避難所間の移動もありえる）

和歌山県本部（5人）が、3人と2人に分かれて2班で活動（作業の進み具合等で体制の変更がありえる）。

救援物資の仕分け
　　　≪概要≫

集積地に運び込まれる支援物資を種類ごとに分類し、各避難所あてに配送するための作業を行う。なお、詳細は現地に配置されている宮古市職員（現地リーダー）の指示に基づく。
≪任務時間帯≫
　　　　　8:30～17:30

≪配置および人数等≫

　　　　　場所は「新里トレーニングセンター」、配置は滋賀・奈良・京都の3県本部から15人（今後の状況で人数の縮小や他任務への振替もありえる）

５．支援活動スケジュール

・各チームごとに班長を決定し、各行動は班長が統括して行う
・各支援者はゼッケン・腕章・ネームプレート・ペンを着用して活動にあたる

６．活動の報告、本部からの連絡等

　（１）活動の報告
支援活動参加者は、毎日、ＢＣ帰着時に現地対策本部デスク（１階ロビー）に任務終了の報告とともに、特徴的な事項等について、口頭で報告を行うこと。
　（２）本部からの連絡
各チーム、各支援者に対する本部（現地対策本部）からの連絡は、朝食時・夕食時を利用して連絡する。
あわせて、必要な事項について適宜、連絡ボードに記載・貼付等を行うので、各支援者はＢＣ出発前に必ず連絡ボードを確認すること。
　　　※「連絡ボード」は３階大宴会場に常設の予定
７．ＢＣにおける生活上の留意点
　（１）部屋割り
　　　　　≪当日配布≫

※第２グループ以降は、到着日（毎土曜日）のみ男性は３階大宴会場で宿泊となり、部屋に入るのは日曜午後（女性の宿泊については個別にお知らせします）。

※基本的には各グループで同様（支援者の男女比等により変更ありえる）。
（２）ＢＣにおける食事
　食事時間は任務シフトをふまえ、以下の時間帯で予定（会場は２階大宴会場）

　　　　　朝食　 7：00 ～  7：30　（夜番以外の方々）

　　　　　　　　 9：00 ～ 10：00　（夜番の方々）

　　　　　昼食　おにぎり弁当と飲み物をＢＣ出発前に本部デスク（１階ロビー）にて配布（夜番の方はＢＣ帰着時に配布）

　　　　　夕食　18：30 ～ 19：30　（夜番以外の方々）


　
　20：30 ～ 21：30　（昼番の方々）

　　　　　　　　　　※食事の際の飲酒は厳禁（飲酒については次項を参照）。

（３）交流
被災地支援活動という任務の性格から、基本的には禁酒が望ましいが、疲労・ストレスがたまる任務であることや、毎日の情報交換が必要であること、県本部を越えた貴重な交流の機会であることもふまえて、「交流会場」を設定して、節度ある範囲での飲酒について可とする。
なお、変則的な任務シフトの者がいることや、自治労以外の方々もホテルを利用していることから、各部屋における飲酒は厳禁とする。
	交流会場　－　３階大宴会場
利用可能時間　－　19：00 ～ 22：00　＜終了時間厳守＞

　　　　◎ただし、土曜日は宿泊場所となるため交流会場は設定しません


※飲物等は、各自の責任で準備することとし、ホテルのフロントに注文する場合（21：30まで可能）は部屋番号・名前を述べ、責任をもって最終日までに各自で精算のこと。
（４）入浴
　　　①各部屋の浴室利用
24時間利用が可能（任務時間により、支援者ごとの睡眠時間が変わるので、部屋内で十分に配慮しながら利用のこと）
②大浴場の利用可能時間　　6:00 ～ 10:00、16:00 ～ 24:00
　（５）洗濯
　　　ホテル側では洗濯に対応できないため、洗濯をしたい場合は、各部屋の洗面所･浴室等を利用して各自で対応すること。
　　　　　※近隣のコインランドリーは被災のため営業していません
（６）荷物の発送等
　　　ホテルのフロントにて宅配便の受付が可能
　（７）部屋の利用
①　震災の影響により、アメニティ関係の機能が喪失しているため、タオル・バスタオルなどは基本的に各自で持参したものを利用すること。
　　　②　布団の上げ下げは自分たちで行うこと。
③　シーツは1日おきにホテル側で各部屋に交換用が配られるので、自分たちで取り換えること（交換後は部屋内の入口付近に置いておく）。
④　部屋の掃除は、変則任務により睡眠時間が各時間帯にわたることが予想されるため、各部屋がフロントに申し出て、ホテル側で手配することになっている。また、第２グループ以降は日曜日の午前中に部屋の掃除を行う。
　（８）貴重品の管理
　　　各自の貴重品は、部屋の金庫を利用するかホテルフロントに預けるなど、自身の責任で適切に管理願います。
８．次グループの意思統一会議
　　　毎週土曜日の午後6時から3階大宴会場にて、次のグループ支援者による全体意思統一会議を行う予定です。（参加対象者は次グループの参加者のみ）
　　　なお、各県本部（各チーム）は、土曜日の夕食時間後等の時間を利用して、それぞれ次グループへの引継ぎを行っておくこと。

※状況により、グループによって配置・内容等の変更がありえることに留意

９．最終日の日程について
　　　各チームの支援活動は毎週土曜日出発の勤務までとし、日曜日は基本的に移動のみとする。具体的な最終日の日程は以下のとおり。
　　≪基本的な日程≫
　　　朝食終了後に各部屋の後片付け、各自の荷物を整理のうえ、午前１０時までにフロントで飲み物等の精算を行い、鍵を返却する。（各部屋に清掃後に次のチームが入ることになる）
　　　各自の荷物は３階大宴会場ステージにまとめておき、バス出発時間まで待機。
　　≪避難所支援Ⅰにおける「夜番」勤務者≫
　　　日曜朝までの勤務となるため、各自の荷物はできるだけ前日出発前にまとめておき、任務から帰着後に朝食・入浴等を済ませて、午前１０時には荷物を３階大宴会場ステージに移動のうえ、バス出発時間まで待機。（部屋の清掃・精算などは夜番以外の者にやっておいてもらう）
　　≪派遣支援活動報告書の提出≫
　　　待機時間等を利用し、自治労派遣支援の手引きの最終ページに付いている「自治労派遣支援活動報告書」を各自で記入のうえ、最終日の１１時３０分までに本部デスク（１階ロビー）に提出してください。
　　≪帰路のバス出発≫
　　　１２時にホテル前出発
　　　　※出発の１５分前にはロビー集合のうえ、帰路の交通手段に応じ分乗
10.その他の追加連絡事項
（１）ホテル利用関係
· お湯が必要な時はフロントに連絡してください。
· ひげ剃りはホテルフロントに申し出ればもらえます。
· 各部屋にコップはありますが交換はありませんので、自分たちで洗って使用してください。
· 各部屋内は「禁煙」とし、喫煙は灰皿の設置されている場所のみとします。
· 各部屋にボックスティッシュと消毒液を置いてあります。（ボックスティッシュと消毒液は本部に予備もありますので無くなったら申し出てください）
（２）非常時の対応
非常時にはホテルの館内放送の避難指示（任務地では現地指示）に従い行動してください。
（３）配布物の取り扱い
　　配布物のうち、ボールペンは個人で持ち帰り可能です。ゼッケン・腕章・ネームホルダーは各グループの最終日の任務終了後に回収します。
（４）寝袋
　　避難所支援Ⅰの夜番任務者が使用する「寝袋」は、任務の都度、持込み・持帰りとしてください。（他のスタッフや被災者等の寝袋と混同される恐れがあるため）
（５）事務局部屋
　　現地対策本部デスクは１階ロビーに置きますが、事務局部屋を「６０９号室」に設置しています。（原則として毎日７時３０分から２２時までは本部デスクまたは事務局部屋へ本部役職員を配置しますので、これ以外の時間帯は本部連絡専用携帯にお願いします）

































PAGE  
- 2 -

